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富田地区むらづくり運動推進協議会 

 

①コミュニティー施設維持管理事業 

(その１)七 板 区 ／ (その２)富 嶋 区 

(その３)新河原区 ／ (その４)田 野 区 

(その５)井ノ口区 ／ (その６)富 塚 区 

②地域遺産・伝統文化継承事業  土 打 区 

③コミュニティー機材整備事業 

(その１)土布子区 ／ (その２)川 上 区 

 

１．基本データ 

（１）地区名    富田地区 

（２）地区人口   ３，３４５人 

（３）面 積    ２１．７k㎡ 

（４）地区の沿革 

富田地区は、東は九頭竜川、西は真名川

の二大河川に挟まれ、日本百名山に数えら

れる荒島岳のふもとから、東西約４㎞南北

約７㎞に細長く広がる純農村地帯。 

（５）実施主体    

富田地区むらづくり運動推進協議会 

 

２．現状と課題 

富田地区むらづくり運動推進協議会では、

市民憲章を基調とし、富田地区の将来にわ

たって明るく豊かな地域の実現を図るた

め、地区住民が、自らの手による活気ある

地域づくりの推進に努めている。 

しかし、各集落においては、区長を中心

として様々な地域づくりに関する活動が

行われていることに対し、富田地区全体と

なると、「花いっぱい運動」等の環境美化

作業や「とみた夏まつり」以外には特筆す

べき地域づくりの活動も見られず、協議会

もそれらの運営に終始し、イベント終了後

には活動が低調になっている。 

この状況から脱却し、地域が一体となっ

て取り組む、新たな地域づくりの方策を模

索しているところである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．事業の内容 

本事業では、富田地区農地環境保全協議

会が富田公民館の東側に設置したビオト

ープを核として、富田跨線橋下の空間を一

部利用し、隣接するＪＲ越前富田駅の周辺

をも含めて、富田地区住民が集う「安らぎ

と憩いの場」としての一体的整備を行うこ

ととして３箇年の計画を立てた。 
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事業の開始となった平成２２年度には、

むらづくり推進委員や区長会を中心とし

た地区住民の協働作業により、『ホタルが

たくさん飛び交う空間になってほしい』と

の富田小学校児童の願いが込められ、「ホ

タルの里ほのぼのひろば」と命名されたビ

オトープを見下ろす高台に休憩所となる

四 阿
あずまや

を設置した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２３年度には、当初、ビオトープ観

察棟の設置とＪＲ越前富田駅の駅舎周辺

に花壇を整備する計画であった。 

しかし、花壇の整備予定地はＪＲが所有

する土地であるため、整備後の維持管理費

の問題や富田地区環境保全協議会で類似

の取り組みが予定されているなどしたた

め、協議会役員に区長会を加えての協議の

結果、ビオトープは富田小学校の環境教育

や生活科、理科の学習の場として有効な活

用がされていることから観察棟の設置ま

でを行い、その他の整備は、平成２４年度

計画を含め終了とし、一応の区切りをつけ

ることとなった。そして新たに、希望する

集落を募り、それぞれが抱える問題を住民

の協働作業により解決する事業に対して

支援を行うこととした。 

その結果、ビオトープ観察棟の設置のほ

か、コミュニティー活動促進用機材購入事

業として上野区と塚原区、コミュニティー

施設維持管理事業として下麻生嶋区と塚

原区、環境美化施設設置事業として森目区

の計４集落の事業に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四四四阿四阿（（ 22H22H22））    

富田小児童手づくりの観察棟看板（ 2H23））    

観察棟観察棟観察棟観察棟（（（（H 3H 3H23H23））    

上野区    

ｲﾍﾞﾝﾄﾃｰﾌﾞﾙ購入    

（ 3H23）    
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さらに今年度は、コミュニティー施設維

持管理事業として七板区、富嶋区、新河原

区、田野区、井ノ口区、富塚区の６集落、

地域遺産・伝統文化継承事業として土打区、

コミュニティー機材整備事業として土布

子区と川上区、全部で９集落の事業に取り

組むことにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．事業の成果 

①コミュニティー施設維持管理事業 

(その１)七板区 

・集落案内地図の設置 

集落の入り口に設置され、訪問者を案内す

る（住宅）地図看板が老朽化し、景観を損ね

るとともに安全性においても危惧されること

から、自立型看板を改修するとともに、壁面

取付型看板を新設した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下麻生嶋区    

集落ｾﾝﾀｰ舗装    

（ 2H23））    

塚原区    

安全柵修繕    

（ 2H23））    

作業作業・・完成完成    

作業前    
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③コミュニティー機材整備事業 

(その１)土布子区 

(その２)川 上 区 

・ワイヤレスマイクシステムの購入 

区民が集うレクリェーション活動や防災訓

練において、情報伝達手段として活用する放

送設備の充実を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．今後の展望 

富田地区農地環境保全協議会が造成したビ

オトープに、むらづくり運動推進協議会集落

委員を中心とした地区住民の協働作業により

休憩所と観察棟が整備され、富田地区住民が

集う「安らぎと憩いの場」が完成した。 

既に、環境学習の場として、また、自然体

験活動の場として富田小学校児童の積極的な

利用がなされ、子どもたちの弾んだ声が聞こ

え、楽しそうな笑顔が見られ、活気に満ちた

場所となってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

また、とみた夏まつりでは、むらづくり集

落推進委員会が中心となり、ビオトープの存

在を地区住民に周知するとともに、地域づく

りの拠点として活用することを目的に、ビオ

トープ一帯の風景を題材としたフォトコンテ

ストを開催し、１６名から４０点の作品が応

募された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、平成２３年度には４集落が、平成

２４年度には９集落において、交付金事業を

活用してそれぞれが抱える問題を住民自らが

解決する協働作業に取り組んだ。 

こうして、一歩ずつではあるが、地区住民

が参加し、自らの力でふるさとに活気を再生

しようとする動きが見られるようになり、地

域の活性化に繋がることが期待されるところ

である。 

 

６．その他 

特になし 

川上区川上区川上区川上区                            

土布子区土布子区土布子区土布子区                        

ビオトープビオトープビオトープビオトープ観察会観察会観察会観察会    

平成平成平成平成 24242424年度年度年度年度ﾋﾋﾋﾋﾞ゙゙゙ｵﾄｰﾌｵﾄｰﾌｵﾄｰﾌｵﾄｰﾌﾟ゚゚゚ﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ優秀作品優秀作品優秀作品優秀作品    


